
九州歴史資料館 令和４年度九歴講座 第１期のご案内 

－第１回（４月）～第４回（７月）のご案内－ 

毎月第２土曜日の13：30～15：30に、「九歴講座」を開催いたします。 

本年度は事前申込制となります。受講を希望される方は、裏面をご確認の上、往復はがきでお申し込みください。 

 

１ 講座の内容 

  いずれの回も１３：３０開始。終了は１５：３０（若干延びる場合もあります）。入室は１３：００。 

 開催日 タイトル 講師（敬称略） 講座の概要 

第1回 
４月９日 

（土） 

近代府県行政と福岡県

～昭和初期を中心に～ 

渡部 邦昭 

九州歴史資料館 

昭和戦中期、福岡県庁には九州地方行政協議会・

九州地方総監府など、九州の中核となる機関が置か

れました。これらは当時、大宰府政庁の再現とも評

されています。近代府県行政の歴史の中で、福岡県

に置かれた九州統括機関について、紹介します。 

第2回 
５月14日 

（土） 

山本作兵衛コレクショ

ンからみる筑豊の炭坑 

朝烏 和美 

田川市石炭・ 

歴史博物館 

平成23年に日本で初めてユネスコ「世界の記憶」

に登録された山本作兵衛コレクション。なかでもよ

く知られる炭坑記録画は、公的な記録が少ない当時

の炭坑の様子を詳細に記録しています。これらの炭

坑記録画とあわせて筑豊の炭坑労働や生活につい

て語ります。 

第3回 
６月11日 

（土） 
大宰府史跡の保存 

進村 真之 

九州歴史資料館 

大宰府史跡は大正10年（1921）に国の史跡に指

定され、100年を経過しました。江戸時代以降、大

切に守り続けられてきた大宰府跡の保存の歴史に

ついて、最新の発掘調査成果を交えながら、ご紹介

いたします。 

第4回 
７月９日 

（土） 

朝倉の鬼 

―まつろわぬ者・ 

羽白熊鷲― 

小田 和利 

甘木歴史資料館 

副館長 

 

『日本書紀』には、荷持田村（のとりたのふれ・

現朝倉市秋月野鳥）にいた羽白熊鷲なる人物が登場

し、神功皇后によって討伐されたことが記されてい

ます。羽白熊鷲は、『筑前国続風土記付録』では「鬼」

と表記されており、鬼とまで言われた羽白熊鷲とは

如何なる人物だったのか考察します。 

 

２ 会場     九州歴史資料館 ２階研修室 

 

３ 定員     いずれの回も先着８０名 ※事前申込制 

          

４ 受講費用   無料 

 

５ 申込・入室の仕方について 

  裏面の案内をご参照の上、往復はがきでお申し込みください。先着順に、１～80番の受講番号が付された受講券

を返送いたします。１３：００より入室いただけます。なお本年度は、受講番号による全席指定席となります。 

 

６ 問い合わせ先  九州歴史資料館 〒838-0106 福岡県小郡市三沢5208-3  ℡ 0942-75-9501 

皆様のご来館を、心より

お待ちしております。 



九歴講座受講のご案内 
 

１ 申し込み方法 

 (1) 往復はがきでの受付です。下記見本に従ってご記入の上、お申込みください。 

 (2) 申込は先着順です。先着順に受講番号を付した受講券（返信ハガキ）を、開催日の2週間前頃よりお送り

します。 

 

２ 当日の入室について 

(1) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用、手指の消毒、入口での検温（37・5℃以上の場合、

入館をご遠慮いただきます）をお願いしています。 

(2) 入室は、１３：００となります。なお本年度は、１１：００からの整理券の配布はありません。 

(3) 会場の座席は全席指定席となります。座席番号は前方の席より、受講番号の順（先着順）に設定されます。

座席で配慮が必要な場合は、事前に電話でご相談ください。なお申し込みの際の個人情報、および当日の

座席位置は、関係機関に提供する場合があります。 

※新型コロナウイルスの感染状況等によっては、変更・中止等の可能性があります。 
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令和４年度第（回数）回九歴講座 

「 （ 講 座 名 ） 」の受講を 

希望します。 

 


